
会場
かいじょう

開催
かいさい

 書面
しょめん

開催
かいさい

令和
れい わ

３年
ねん

１２月
がつ

１７日
にち

（金
きん

） 

１４時
じ

００分
ふん

～ 

与野
よ の

本町
ほんまち

コミュニティセンター 

多目的
たもくてき

ホール小
しょう

、第
だい

３・４会議室
かいぎしつ

資
し

料
りょう

到
とう

着
ちゃく

後
ご

から 

令
れい

和
わ

３年
ねん

１２月
がつ

２１日
にち

（火
か

）まで 

ノーマくん 

ノーマライゼーション条例
じょうれい

ＰＲキャラクター 

さいたま市
し

保健
ほ け ん

福祉局
ふくしきょく

福祉部
ふ く し ぶ

障害
しょうがい

政策課
せい さ く か

令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

第
だい

２回
かい

誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らすための市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

資
し

料
りょう

資料
しりょう
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誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らすための市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

の手
て

引
び

き 

１．目的
もくてき

： 

①誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らせる地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

を目
め

指
ざ

し市民
しみん

が主役
しゅやく

となって話
はな

し合
あ

い意見
いけん

交換
こうかん

する場
ば

をつくる。 

②障害
しょうがい

のある人
ひと

、家族
かぞく

、関係者
かんけいしゃ

や市民
しみん

が集
あつ

まることで、コミュニケーションの輪
わ

をつくる。 

③市民
しみん

の声
こえ

を政策
せいさく

に反映
はんえい

させる。 

２．当
とう

日
じつ

の話
はな

し合
あ

いのすすめ方
かた

： 

みんなが話
はな

し合
あ

いに参
さん

加
か

できるよう、グループに分
わ

けて話
はな

し合
あ

いを行
おこな

います。 

①１グループ５～６名
めい

くらいで話
はな

し合
あ

いをし、意
い

見
けん

を出
だ

し合
あ

います。 

②各
かく

グループに会
かい

議
ぎ

進
しん

行
こう

役
やく

をおきます。 

③書記
しょき

やタイムキーパー（時計係
とけいかかり

）は事務局
じむきょく

が行
おこな

います。 

④各
かく

グループの会議
かいぎ

進行役
しんこうやく

と参加者
さんかしゃ

は、みんなが話
はな

しやすい雰
ふん

囲
い

気
き

づくりを心
こころ

がけます。     

３．話
はな

し合
あ

いルール： 

①話
はな

すときは、会
かい

議
ぎ

進
しん

行
こう

役
やく

の呼
よ

びかけによって、話
はな

し始
はじ

めてください。 

②みなさんが発
はつ

言
げん

できるよう、１回
かい

あたり３分
ふん

くらいを目
め

安
やす

として発
はつ

言
げん

してください。ただし、

障害
しょうがい

の特性
とくせい

にあわせて、お話
はなし

される時
とき

に特別
とくべつ

な配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

な方
かた

は、５分
ふん

くらいを目安
めやす

としま

す。 

③他
ほか

の人
ひと

が話
はな

しているときは、途
と

中
ちゅう

でさえぎらず、最
さい

後
ご

まで聞
き

きましょう。 

④話
はな

し合
あ

いの相手
あいて

を攻撃
こうげき

したりせず、意見
いけん

として受
う

け止
と

めてください。少人数
しょうにんずう

意見
いけ ん

を大切
たいせつ

にし

ましょう。 

⑤特定
とくてい

の個人
こじん

や団体
だんたい

の悪口
わるくち

や傷
きず

つけるような発言
はつげん

はしないようにしましょう。 

⑥みんなが発言
はつげん

しやすいような雰囲気
ふ ん い き

になるよう心
こころ

がけてください。また、限
かぎ

られた人
ひと

だけが発
はつ

言
げん

するのではなく、発
はつ

言
げん

したい人
ひと

みんなが発
はつ

言
げん

できるよう気
き

を配
くば

りましょう。 

⑦個人的
こじんてき

な内容
ないよう

についての発言
はつげん

は、個人
こじん

情報
じょうほう

やプライバシーを守
まも

るため、会
かい

の後
あと

に、個人
こじん

がわ

かる形
かたち

で、他
ほか

の人に話
はな

すことは禁
きん

止
し

します。 

※ みなさんで、よりよい話
はな

し合
あ

いをするために、ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。 

話
はな

し合
あ

いを続
つづ

けることが不
ふ

可
か

能
のう

と判
はん

断
だん

した場
ば

合
あい

は、話
はな

し合
あ

いを中
ちゅう

止
し

することもあります。 

会場
かいじょう

開催
かいさい
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第
だい

２回
かい

 誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らすための市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

 書
しょ

面
めん

会
かい

議
ぎ

について 

１．資
し

料
りょう

一
いち

覧
らん

（１）送
そう

付
ふ

資
し

料
りょう

 ・令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

第
だい

２回
かい

誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らすための市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

 次
し

第
だい

・資
し

料
りょう

１：令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

第
だい

２回
かい

誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らすための市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

 資
し

料
りょう

 ・資
し

料
りょう

２：令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

第
だい

２回
かい

誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らすための市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

 意
い

見
けん

シート 

・資料
しりょう

３：令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

第
だい

１回
かい

誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らすための市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

 アンケート結果
けっ か

 ・資料
しりょう

４：令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

第
だい

１回
かい

誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らすための市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

 議
ぎ

事
じ

録
ろく

 ・令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らすための市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

 アンケート 

２．議
ぎ

題
だい

○デジタルの活
かつ

用
よう

とその課
か

題
だい

について 

○障害者
しょうがいしゃ

のスポーツ活動
かつどう

について 

○選挙
せんきょ

における合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

について 

３．書面
しょめん

会議
かい ぎ

の手順
てじゅん

（１）意見
いけ ん

シートの作成
さくせい

  ・資
し

料
りょう

１をご覧
らん

いただき、各
かく

議
ぎ

題
だい

に対
たい

する意
い

見
けん

を意
い

見
けん

シートに記
き

入
にゅう

してくだ

さい。 

  ※興味
きょうみ

のある議題
ぎだ い

についてのみ、記載
きさ い

いただいて結構
けっこう

です。 

（２）意見
いけ ん

シートの提出
ていしゅつ

  以下
い か

のいずれかの方法
ほうほう

で提出
ていしゅつ

してください。 

  ・「意見
いけ ん

シート」を、郵便
ゆうびん

、ファックス又
また

はメールで送
おく

る。 

  ・さいたま市
し

ホームページの回答
かいとう

フォームから送
おく

る。 

  （URL：https://www.city.saitama.jp/enquete/e001327.html） 

書面
しょめん

開催
かいさい
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＜意見
いけ ん

シート提出先
ていしゅつさき

＞（郵便
ゆうびん

、ファックス又
また

はメールの場合
ばあ い

） 

 〒３３０－９５８８ 

  さいたま市
し

浦和区
う ら わ く

常盤
とき わ

６－４－４ 

  さいたま市
し

保健
ほけ ん

福祉局
ふくしきょく

福祉部
ふ く し ぶ

障害
しょうがい

政策課
せいさくか

ノーマライゼーション推進係
すいしんかかり

  電 話
で ん わ

：０４８－８２９－１３０６ 

  F A X：０４８－８２９－１９８１ 

  メール：shogai-seisaku@city.saitama.lg.jp 

3



 テーマ１：デジタルの活用
かつよう

とその課題
かだ い

について 

コロナ禍
か

において、市
し

が実施
じっし

したワクチン接種
せっしゅ

予約
よや く

等
とう

のほか、生活
せいかつ

の場面
ばめん

においても、接触
せっしょく

機会
きか い

の低減
ていげん

等
とう

を目的
もくてき

としたデジタル機器
き き

や ICT の活用
かつよう

が進
すす

んでいます。 

一方
いっぽう

で、ICTを活用
かつよう

できる人
ひと

と、そうでない人
ひと

との格差
かくさ

（デジタルデバイド）が拡大
かくだい

しています。 

テーマ1では、次
つぎ

のような内容
ないよう

を参考
さんこう

に意見
いけん

交換
こうかん

をお願
ねが

いします。 

・デジタルの活用
かつよう

が広
ひろ

まって良
よ

かった点
てん

・デジタルの活用
かつよう

で困
こま

ったことや、課
か

題
だい

を感
かん

じる点
てん

これまでの市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

等
とう

で挙
あ

がった意
い

見
けん

・オンラインやSNS（Zoom、SKYPE、LINE 等
など

）を有
ゆう

効
こう

活
かつ

用
よう

することで、コミュニケーション 

を図
はか

れる。 

・インターネットを使
つか

えば、障害
しょうがい

や年齢
ねんれい

をキーにした検索
けんさく

機能
きの う

などの充実
じゅうじつ

も図
はか

れるので、もっとＩ 

ＣＴを活用
かつよう

すべき。 

・ホームページでのワクチンの予約
よやく

の方法
ほうほう

がわからない方
かた

がおり、生活
せいかつ

支援
しえ ん

センターや当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

が補助
ほじょ

をしながらワクチン予約
よやく

を行
おこな

った。 

・視覚
しかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

には非接触
ひせっしょく

の会計
かいけい

が難
むずか

しいため、コロナ禍
か

における困
こま

りごとをスーパーマー

ケットや商店街
しょうてんがい

などにも周知
しゅうち

し、共有
きょうゆう

してもらいたい。 

・オンライン化
か

が進
すす

まず、重要
じゅうよう

な情報
じょうほう

が得
え

にくい。また、行政
ぎょうせい

への相談
そうだん

や各種
かくしゅ

サービス等
とう

の手
て

続
つづ

きでは、紙
かみ

ベースであり、視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

は対応
たいおう

が困難
こんなん

だが、代筆
だいひつ

・代読
だいどく

のサービスが実施
じっし

され

ておらず、同行
どうこう

援護
えんご

や家事
か じ

援助
えんじょ

のサービスをやりくりするしかない現状
げんじょう

がある。 

・新型
しんがた

コロナウイルスワクチンの情報
じょうほう

が、ホームページでの提供
ていきょう

であったり、インターネット

予約
よやく

がメインであったので、アクセスできない方
かた

が多
おお

く、当事者
とうじしゃ

に届
とど

いていなかったり、あきら

めてしまった方
かた

もいたと思
おも

う。 

・新型
しんがた

コロナウイルスワクチンの予約
よやく

がわからない方
かた

がおり、事業所
じぎょうしょ

等
とう

が手
て

続
つづ

き支援
しえん

や、会場
かいじょう

へ

同
どう

行
こう

をしたケースもあった。 

・オンライン会議
かいぎ

、YouTube 配信
はいしん

など、パソコンやスマートフォン等
など

、パソコンやスマートフォ 

ンなどの通信
つうしん

機器
き き

に慣
な

れている人
ひと

と慣
な

れていない人
ひと

とで、情報
じょうほう

取得
しゅとく

等
など

にかかる格差
かくさ

がなくなる

よう、サポートしてくれる人材
じんざい

の育成
いくせい

などが必要
ひつよう

。 

・行政
ぎょうせい

として、音声
おんせい

読
よ

み上
あ

げ機能
きのう

や拡大
かくだい

表示
ひょうじ

などのアクセシビリティの高
たか

いサービスの提供
ていきょう

やオ

ンライン化
か

に努
つと

めると共
とも

に、民
みん

間
かん

企
き

業
ぎょう

への指
し

導
どう

を行
おこな

って欲
ほ

しい。 
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【参
さん

考
こう

】さいたま市
し

行
ぎょう

政
せい

デジタル化
か

計
けい

画
かく

本市
ほん し

では、「さいたま市
し

行政
ぎょうせい

デジタル化
か

計画
けいかく

」を策定
さくてい

し、行政
ぎょうせい

サービス、行政
ぎょうせい

事務
じ む

、災害
さいがい

対策
たいさく

な

ど、本市
ほんし

が関係
かんけい

するあらゆる場面
ばめん

において ICT を活用
かつよう

し、市民
しみん

の皆様
みなさま

が今
いま

までよりも高
たか

いレベルで

快適
かいてき

かつ安全
あんぜん

・安心
あんしん

な生活
せいかつ

が送
おく

れる都市
と し

を目
め

指
ざ

す“上質
じょうしつ

な生活
せいかつ

都市
と し

 さいたま市
し

”を基本
きほん

理念
りねん

とし

て掲
かか

げています。 

https://www.city.saitama.jp/006/007/017/001/p041107.html 
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 テーマ２：障害者
しょうがいしゃ

のスポーツ活動
かつどう

の振興
しんこう

について  

東京
とうきょう

2020オリンピック・パラリンピックの開催
かいさい

により、パラスポーツに対
たい

する機
き

運
うん

が高
たか

まって

いる一方
いっぽう

で、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

による施設
しせつ

の休止
きゅうし

や、イベントの中
ちゅう

止
し

があり、スポーツ活
かつ

動
どう

が行
おこな

いにくい状
じょう

況
きょう

にあります。 

テーマ2では、次
つぎ

のような内容
ないよう

を参考
さんこう

に意見
いけん

交換
こうかん

をお願
ねが

いします。 

・「スポーツ」の実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

について、情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

を行
おこな

っている手段
しゅだん

について 

・スポーツに取
と

り組
く

むにあたって、課題
かだい

となる点
てん

について 

・参加
さんか

してみたいスポーツ活
かつ

動
どう

や、参
さん

加
か

しやすいと思
おも

う機会
きかい

について 

「スポーツ」の範囲
はん い

について 

・障害者
しょうがいしゃ

のスポーツ実施率
じっしりつ

の調査
ちょうさ

（スポーツ庁
ちょう

）における「スポーツ」の範囲
はんい

散歩
さん ぽ

や身体
しんたい

活動
かつどう

を伴
ともな

うリハビリテーション等
とう

も含
ふく

めており、スポーツを広
ひろ

くとらえている。 

・第
だい

2期
き

さいたま市
し

スポーツ振興
しんこう

まちづくり計画
けいかく

における「スポーツ」の範囲
はんい

競技
きょうぎ

スポーツ、レクリエーション（キャンプ活動
かつどう

やその他
た

の野外
やがい

活動
かつどう

等
とう

を含
ふく

む）から、健康
けんこう

維持
い じ

のための軽
かる

い運
うん

動
どう

（散
さん

歩
ぽ

やラジオ体
たい

操
そう

等
など

）、さらに、日常
にちじょう

の活動
かつどう

（徒歩
と ほ

や自転車
じてんしゃ

による

通勤
つうきん

・買
か

い物
もの

等
とう

）までを含
ふく

めた、様々
さまざま

な身体
しんたい

活動
かつどう

のことを「スポーツ」とする。 

【参
さん

考
こう

】第
だい

2期
き

さいたま市
し

スポーツ振
しん

興
こう

まちづくり計
けい

画
かく

本市
ほん し

では、「第
だい

2期
き

さいたま市
し

スポーツ振興
しんこう

まちづくり計画
けいかく

」を策定
さくてい

し、すべての市民
しみん

等
とう

が障害
しょうがい

の

有無
う む

及
およ

び身体
しんたい

能力
のうりょく

・運動
うんどう

能力
のうりょく

の違
ちが

いにかかわらず、いつでも、どこでも、いつまでも、スポーツに

かかわることができる機会
きかい

を増
ふ

やすとともに、人種
じんしゅ

、文化
ぶんか

、言語
げんご

といった垣根
かきね

を越
こ

えて、教育
きょういく

、文化
ぶんか

、

環境
かんきょう

、経済
けいざい

・観光
かんこう

、健康
けんこう

・福祉
ふくし

、都市
と し

計画
けいかく

の広範
こうはん

な分野
ぶんや

において、市民
しみん

等
とう

、スポーツ関連
かんれん

団体
だんたい

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

及
およ

び行政
ぎょうせい

が連携
れんけい

を強化
きょうか

することにより、生涯
しょうがい

スポーツの振興
しんこう

及
およ

びスポーツを活用
かつよう

した総合的
そうごうてき

なまちづくりを推進
すいしん

しています。 

https://www.city.saitama.jp/004/006/008/p080186.html 

6



スポーツ庁
ちょう

の調査
ちょうさ

による全国
ぜんこく

の現状
げんじょう

について 

・障害者
しょうがいしゃ

のスポーツ実施率
じっしりつ

は（成人
せいじん

週
しゅう

１回
かい

以上
いじょう

：24.9％）は、成人
せいじん

一般
いっぱん

（59.9%）に比
くら

べてかな 

 り低
ひく

くとどまっている。（令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

調
ちょう

査
さ

） 

・全国
ぜんこく

のスポーツ施設
しせつ

（191,727 カ所
しょ

）の中
なか

で、障害者
しょうがいしゃ

スポーツ専用
せんよう

・優先
ゆうせん

のスポーツ施設
しせつ

は、

141施設
しせつ

に限
かぎ

られる。（平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

調
ちょう

査
さ

） 

・総合型
そうごうがた

地域
ちいき

スポーツクラブの中
なか

で、障害者
しょうがいしゃ

が参加
さんか

している（していた）クラブは37.7%。 

（令和
れいわ

２年
ねん

度
ど

調査
ちょうさ

） 

運動
うんどう

部活動
ぶかつどう

・クラブのある特別
とくべつ

支援
しえ ん

学校
がっこう

は、中学部
ちゅうがくぶ

で37.2％、高等部
こうとうぶ

でも58.6％。 

（平成
へいせい

25年度
ねんど

調査
ちょうさ

） 

・日本
にほん

スポーツ協会
きょうかい

公認
こうにん

スポーツ指導者
しどうしゃ

は約
やく

55万人
まんにん

に対
たい

し、障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ指導者
しどうしゃ

は約
やく

2万
まん

6

千
せん

人
にん

。（令和
れいわ

２年
ねん

度
ど

調査
ちょうさ

） 

・障害者
しょうがいしゃ

スポーツの直接
ちょくせつ

観戦
かんせん

の経験
けいけん

がある者
もの

は、3.8%にとどまる。（平成
へいせい

29年度
ねんど

調査
ちょうさ

） 

障
しょう

害
がい

政
せい

策
さく

課
か

の取
と

り組
く

み事
じ

業
ぎょう

について 

○さいたまスポーツフェスティバルの実施
じっし

・障害
しょうがい

の有無
う む

に関
かか

わらず参加
さんか

、体験
たいけん

することができる、ブラインドサッカーやボッチャなどとい

った、ユニバーサルスポーツやパラスポーツ体験会
たいけんかい

を実施
じっし

している。 

・さいたまスーパーアリーナを会場
かいじょう

に実施
じっし

。 

・令和元
れいわがん

年度
ねん ど

は、5月
がつ

11日
にち

（土
ど

）、12日
にち

（日
にち

）に実施
じっし

し、参加者数
さんかしゃすう

は合計
ごうけい

24,500人
にん

。 

・令
れい

和
わ

2，3年
ねん

度
ど

は、新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

の影
えい

響
きょう

により中
ちゅう

止
し

。 

○ノーマライゼーションカップの実施
じっし

・誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らすための障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

の擁護
ようご

等
とう

に関
かん

する条例
じょうれい

（ノーマライゼーション条例
じょうれい

）

とその理念
りねん

を市民
しみん

に周知
しゅうち

啓発
けいはつ

することを目的
もくてき

とした、ブラインドサッカーの親善
しんぜん

試合
じあい

。 

・サイデン化学
かがく

アリーナを会場
かいじょう

に実施
じっし

。 

 ・令和元
れいわがん

年度
ねん ど

は、令和
れいわ

2年
ねん

2月
がつ

22日
にち

に実施
じっし

し、1,272人
にん

が参加
さんか

。 

 ・令和
れいわ

2年度
ねんど

は、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

により、試合
しあい

が中止
ちゅうし

となり、啓発
けいはつ

動画
どう が

および、

オンラインセミナーを配信
はいしん

。 
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○ふれあいスポーツ大会
たいかい

の実施
じっし

・障害
しょうがい

のある方々
かたがた

が、スポーツを通
つう

じて心身
しんしん

のリフレッシュを図
はか

るとともに、ボランティアとの

交流
こうりゅう

を深
ふか

め、障害
しょうがい

及
およ

び障害者に対
たい

する理解
りかい

と社会
しゃかい

参加
さん か

を促進
そくしん

することを目的
もくてき

とし、社会
しゃかい

参加
さん か

推進
すいしん

事業
じぎょう

のひとつとして開催
かいさい

。 

・岩槻
いわつき

文化
ぶん か

公園
こうえん

を会場
かいじょう

に実施
じっし

。 

・大
おお

玉
だま

転
ころ

がしやパン食
く

い競争
きょうそう

のほか、卓球
たっきゅう

バレー、グラウンドゴルフなどの体験
たいけん

を実施
じっし

。 

・令和元
れいわがん

年度
ねん ど

は、９月
がつ

22日
にち

（日
にち

）に実施
じっし

し、1,029人
にん

が参加
さんか

。 

・令
れい

和
わ

2，3年
ねん

度
ど

は、新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

の影
えい

響
きょう

により中
ちゅう

止
し

。 

○全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ大会
たいかい

への参加
さんか

 ・競技
きょうぎ

等
とう

を通
つう

じ、スポーツの楽
たの

しさを体験
たいけん

すると共
とも

に、国民
こくみん

の障害
しょうがい

に対
たい

する理解
りかい

を深
ふか

め、障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

参加
さん か

の推進
すいしん

を目的
もくてき

とする。国民
こくみん

体育
たいいく

大会
たいかい

終了後
しゅうりょうご

に国民
こくみん

体育
たいいく

大会
たいかい

開催
かいさい

都道府県
とどう ふ け ん

で開催
かいさい

。 

 ・埼玉県
さいたまけん

と共催
きょうさい

で実施
じっし

する、彩
さい

の国
くに

ふれあいピックを、選考会
せんこうかい

と位
い

置
ち

づけ、全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ

大会
たいかい

に毎年度
まいねんど

さいたま市
し

選手団
せんしゅだん

を派遣
はけん

。 

・令和元
れいわがん

年度
ねんど

から令和
れいわ

3年度
ねんど

については、台風
たいふう

及
およ

び新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

により中止
ちゅうし

。 

・正式
せいしき

種目
しゅもく

は９ページ一覧
いちらん

①のとおり。 

○障害者
しょうがいしゃ

スポーツ・レクリエーション教室
きょうしつ

（12競技
きょうぎ

17教室
きょうしつ

）の実施
じっし

・地域
ちいき

に偏
かたよ

りが出
で

ないよう、市内
しない

の公園
こうえん

施設
しせつ

、体育
たいいく

施設
しせつ

で開催
かいさい

。 

・障害者
しょうがいしゃ

の体力
たいりょく

増強
ぞうきょう

・交流
こうりゅう

・余暇
よ か

活動
かつどう

等
など

、障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

、健康
けんこう

の増進
ぞうしん

を図
はか

ること 

を目的
もくてき

としている。 

・原則
げんそく

、小学校
しょうがっこう

3年生
ねんせい

以上
いじょう

の全障害
ぜんしょうがい

の方
かた

を対象
たいしょう

とし、休日
きゅうじつ

に開催
かいさい

する募集型
ぼしゅうがた

教室
きょうしつ

のほか、特別
とくべつ

支援
しえ ん

学級
がっきゅう

等
とう

を対象
たいしょう

とした訪問型
ほうもんがた

教室
きょうしつ

を実施
じっし

。 

・参加者
さんかしゃ

への指導
しどう

や、配慮
はいりょ

の方法
ほうほう

を理解
りかい

することを目的
もくてき

として、スポーツ推進員
すいしんいん

に見学
けんがく

を依頼
いらい

し 

ている。 

・令和
れいわ

3年度
ねんど

実施
じっ し

予定
よてい

種目
しゅもく

は９ページ一覧
いちらん

②のとおり。 
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① 全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ大会
たいかい

正式
せいしき

種目
しゅもく

一覧
いちらん

 競技
きょうぎ

種目
しゅもく

 対象
たいしょう

の障害
しょうがい

個人
こじ ん

種目
しゅもく

陸上
りくじょう

競技
きょうぎ

 身体
しんたい

・知的
ちてき

水泳
すいえい

 身体
しんたい

・知的
ちてき

アーチェリー 身体
しんたい

卓球
たっきゅう 一般

いっぱん

卓球
たっきゅう

 身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

サウンドテーブルテニス 視覚
しかく

フライングディスク 身体
しんたい

・知的
ちてき

ボウリング 知的
ちてき

ボッチャ 身体
しんたい

団体
だんたい

種目
しゅもく

バスケットボール 知的
ちてき

車
くるま

いすバスケットボール 身体
しんたい

ソフトボール 知的
ちてき

グランドソフトボール 視覚
しかく

バレーボール 聴覚
ちょうかく

・知的
ちてき

・精神
せいしん

サッカー 知的
ちてき

フットベースボール 知的
ちてき

② 令和
れい わ

3年度
ねん ど

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ・レクリエーション教室
きょうしつ

実施
じっ し

種目
しゅもく

一覧
いちらん

水泳
すいえい

・野球
やきゅう

・バスケットボール・卓球
たっきゅう

バレー・ボウリング・ソフトボール・陸上
りくじょう

競技
きょうぎ

・一般
いっぱん

卓球
たっきゅう

・

フライングディスク・サッカー・ボッチャ・バレーボール 

※新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

で中止
ちゅうし

となった種目
しゅもく

を含
ふく

む。 

※水泳
すいえい

、ボウリング、フライングディスク、サッカー、ボッチャは年
ねん

２回
かい

開
かい

催
さい

。その他
た

は１回
かい

開
かい

催
さい

。 

※フライングディスク、サッカー、ボッチャは、各
かく

１回
かい

を市
し

内
ない

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に訪
ほう

問
もん

して開
かい

催
さい

。 
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 テーマ３：選挙
せんきょ

における合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

について  

新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

が拡大
かくだい

した中
なか

、5月
がつ

２３日
にち

には、さいたま市長
しちょう

選挙
せんきょ

が執行
しっこう

され、１０

月
がつ

３１日
にち

には、衆議院
しゅうぎいん

議員
ぎい ん

総選挙
そうせんきょ

及
およ

び最高
さいこう

裁判所裁
さいばんしょさい

判官
ばんかん

国民
こくみん

審査
しんさ

が執行
しっこう

されました。また、来年
らいねん

には

参議院
さんぎいん

議員
ぎい ん

通常
つうじょう

選挙
せんきょ

が予定
よてい

されています。 

投票所
とうひょうじょ

運営
うんえい

については、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

により、ソーシャルディスタンスの

確保
かくほ

や、感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

の徹底
てってい

を図
はか

る必要
ひつよう

があり、今
いま

までの運営
うんえい

と変
か

わったこともありました。 

テーマ3では、次
つぎ

のような内
ない

容
よう

を参
さん

考
こう

に意
い

見
けん

交
こう

換
かん

をお願
ねが

いします。 

・コロナ禍
か

における選挙
せんきょ

の執行
しっこう

について、実際
じっさい

に投票
とうひょう

に行
い

って困
こま

った経験
けいけん

や課題
かだい

と感
かん

じたこと 

・選挙
せんきょ

に係
かか

る合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

事例
じれ い

や、行
おこな

ってほしい配
はい

慮
りょ

について 

市
し

職
しょく

員
いん

向
む

け対応
たいおう

要領
ようりょう

「障害
しょうがい

のある方
かた

に対
たい

する応対
おうたい

の基本
きほ ん

」をもとにした、介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な方
かた

への対応
たいおう

について 

基本的
きほんてき

事項
じこ う

・まず声
こえ

掛
か

けを行
おこな

い、介助
かいじょ

が必要
ひつよう

かどうかを尋
たず

ねる。 

・介助
かいじょ

の申
もう

し出
で

があったら、何
なに

をどのように手
て

伝
つだ

えばよいか尋
たず

ねる。 

肢体
した い

不自由
ふ じ ゆ う

 ・車椅子
くるまいす

を使用
しよう

されている方
かた

と話
はな

す際
さい

は目線
めせん

を相手
あいて

の高
たか

さに合
あ

わせる。 

 ・介助
かいじょ

の方法
ほうほう

や、車椅子
くるまいす

のどの部
ぶ

分
ぶん

を持
も

てばよいか十
じゅう

分
ぶん

に確
かく

認
にん

する。 

 ・車椅子
くるまいす

を持
も

ち上
あ

げる必要
ひつよう

がある場合
ばあい

は、２，３人
にん

で呼吸
こきゅう

を合
あ

わせて持
も

ち上
あ

げる。車椅子
くるまいす

を持
も

ち上
あ

げる際
さい

、降
お

ろす際
さい

は乗
の

っている方
かた

を高
たか

い方
ほう

に向
む

けて行
おこな

う。 

 ・杖
つえ

等
とう

を使用
しよう

している方
かた

は、介助
かいじょ

の必要性
ひつようせい

や方法
ほうほう

を尋
たず

ねてから介助
かいじょ

を行
おこな

う。 
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視覚
しか く

障害
しょうがい

 ・方角
ほうがく

や場所
ばしょ

を伝
つた

える際
さい

は、「何
なん

メートル先
さき

」や「段差
だんさ

を 3段
だん

下
くだ

る」など具体的
ぐたいてき

に伝
つた

える。 

 ・白
はく

杖
じょう

を持
も

つ方
かた

を案内
あんない

する際
さい

は、白
はく

杖
じょう

を持
も

つ手
て

と反対側
はんたいがわ

に立
た

って腕
うで

を貸
か

し、半歩前
はんぽまえ

を歩
ある

くように 

する。 

 ・「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじ ょ

犬法
けんほう

」により、投票
とうひょう

所内
じょない

への身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

の同伴
どうはん

は認
みと

められている。 

 ・点字
てんじ

を習得
しゅうとく

している方
かた

へは、点字
てんじ

投票
とうひょう

について説明
せつめい

し、希望
きぼう

があれば点字器
て ん じ き

の使用
しよう

の有無
う む

を確
かく

認
にん

してから投票
とうひょう

の補助
ほじょ

を行
おこな

う。また、代理
だいり

投票
とうひょう

を希望
きぼう

する方
かた

には代理
だいり

投票
とうひょう

を、自書
じしょ

を希望
きぼう

す

る方
かた

には通常
つうじょう

の文字
も じ

投票
とうひょう

を案内
あんない

する。 

 ・拡
かく

大鏡
だいきょう

、老眼鏡
ろうがんきょう

、点字用
てんじよう

候補者
こうほしゃ

氏名
しめい

等
とう

掲示
けい じ

を用意
ようい

する。 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

 ・聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

と応対
おうたい

の際
さい

は、職務
しょくむ

代理者
だいりしゃ

及
およ

び庶務係
しょむがかり

は、口元
くちもと

が見
み

えるようにマスクを外
はず

し、フェ

イスシールドを着用
ちゃくよう

して応対
おうたい

する。コミュニケーションボード等
とう

も併
あわ

せて活用
かつよう

する。 

 ・口話
こうわ

はジェスチャーを交
まじ

え、正面
しょうめん

から、口
くち

を大
おお

きく開
ひら

いて、ゆっくり、はっきり発音
はつおん

する。 

 ・話
はな

すときは言葉
ことば

のまとまりで区
く

切
ぎ

って伝
つた

えるようにする。 

 ・筆記
ひっき

は難解
なんかい

な表現
ひょうげん

や日本語
に ほ ん ご

特有
とくゆう

の婉曲
えんきょく

な表現
ひょうげん

がわからない方
かた

もいるので、可能
かのう

な限
かぎ

り誤解
ごかい

の

ないわかりやすい言葉
ことば

で伝
つた

える。 

知的
ちて き

障害
しょうがい

 ・視線
しせん

を相手
あいて

と同
おな

じ高
たか

さにする。 

 ・短
みじか

い文書
ぶんしょ

で説明
せつめい

し、内容
ないよう

が理解
りかい

されたことを確認
かくにん

しながら応対
おうたい

する。 

 ・パニックになったときは時
じ

間
かん

を置
お

き、落
お

ち着
つ

いてから応
おう

対
たい

する。 

【参考
さんこう

】衆議院
しゅうぎいん

議員
ぎい ん

総選挙
そうせんきょ

及
およ

び最高
さいこう

裁判所裁
さいばんしょさい

判官
ばんかん

国民
こくみん

審査
しんさ

（令和
れいわ

3年
ねん

～） 

（さいたま市
し

ホームページ） 

https://www.city.saitama.jp/006/009/008/p084893.html 
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